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	現状分析と最適化設計： パートナー企業の現状システムや業務プロセスを詳細に分析し、ボトルネックや改善点を特定。これに基づき、最新のシステムアーキテクチャへの移行計画を策定します。
	統合プラットフォームの構築： 異種システム間の連携を促進するため、API統合やミドルウェア導入を推進。これにより、データの一元管理とリアルタイムな情報共有を実現します。
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